
エイジレス社会（生涯現役社会）実現に向けた取り組み

高齢者人口 約３３．６万人
うち要介護認定者 約６．４万人
⇒約２７．２万人（約８割）は元気高齢者

生涯を通して活躍できる
エイジレス社会づくりの必要性

～生活支援等の提供ｸﾞﾙｰﾌﾟ設立に向けた実践講座～
（地域包括ケアの担い手となる元気高齢者を育成）

【講義内容】
・エイジレス社会づくりの社会的背景、ニーズ
・地域包括ケアシステムの必要性
・具体的な活動手法

スポーツをする割合が高いほど、
転倒のリスクが少ない

地域活動への参加割合が高いほど、
認知症にかかりにくい

「新・元気とやま創造計画」

【重点戦略５】
健康・元気で安心な共生社会づくり戦略
Ⅲ 戦略の体系
１ いつまでも元気に自立して暮らすための気運づくりと
健康づくりの推進

（５）高齢者の社会活動参加と介護・認知症予防の推進

【人づくり14】
高齢者の地域貢献活動の支援
主な施策
１ 高齢者の社会活動の参加の促進
２ 子ども・若者など異世代との交流を通じた高齢者の
社会参画

３ 高齢者の生涯学習や生涯スポーツの促進

エイジレス社会活動実践塾事業

富山県の現状 令和５年度の取組み

社会参加をしたいが、
どうやって活動すれば
いいかわからない

高齢者の声

私たちが地域包括
ケアの担い手だ

生涯現役で
地域に貢献したい

⇒効果的なきっかけづくりが必要 ⇒生涯現役を実現する多様な受け皿づくりが必要

生活支援 ＋ 介護予防

住まい 地域の声

2025年を見据えて

地域包括ケアを実現したいが…

医療 介護

【シニアタレント社会参加活動事業】
・一芸に秀でた意欲ある高齢者が行う社会支援活動を
支援

【いきいき長寿大学の開催】
・健康づくりや脳トレーニング等の実用的知識と能力を
学ぶ講座

その他の活動支援等

【参考】社会参加と介護予防効果の関係について
（出典）厚生労働省社会保障審議会介護保険部会（H25.9.4）資料JAGES（日本老年学的評価研究）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

生活支援・介護予防
の担い手づくりが課題


